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はじめに 

我が国は、2008（平成 20）年をピークに人口減少社会に突入しており、今後、

さらに人口は大きく減少していくことが見込まれている。 

国においては、少子高齢化の進展に的確に対応し、人口の減少に歯止めをか

けるとともに、東京圏への人口の過度の集中を是正し、それぞれの地域で住み

よい環境を確保して、将来にわたって活力ある日本社会を維持していくため、

「まち・ひと・しごと創生」の取組が進められている。 

岡山市では、総人口はこれまで一貫して増加しているが、将来見込まれる人

口減少が地域に与える影響は少なくない。生産年齢人口の減少に伴う、労働や

地域活動の担い手不足による地域経済の縮小や地域コミュニティの機能低下等

が懸念される。このため、「しごと」が「ひと」を呼び、「ひと」が「しごと」

を呼び込む好循環を確立し、その好循環を支える「まち」に活力を取り戻すこ

とが求められている。 

ついては、岡山市における「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定する

にあたっての前提として、人口の現状を分析し、今後目指すべき将来の方向と

2060 年までの人口の将来展望を提示するものである。 
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Ⅰ 岡山市の人口の現状分析

１．国及び県の人口動向 

（１）我が国の人口推移と長期的な見通し 

我が国の人口は、2008（平成 20）年の 1 億 2,808万人でピークを迎え、
日本の総人口は 2048 年に１億人、2100 年には５千万人を割り込むまでに
減少することが見込まれている。 

合計特殊出生率が上昇（2030年に 1.8程度、2040年に 2.07）すれば、2060
年に総人口１億人程度を確保し、その後、2090 年頃には人口が定常状態に
なることが見込まれている。

（２）岡山県の人口推移と将来の見通し 

岡山県の人口は 2005（平成 17）年の 195万 7千人をピークに減少に転じ、
2040年の人口は 2010（平成 22）年より 17.2％少ない 161万 1千人となる
ことが見込まれている。

0～14歳、15～64歳人口は減少し続ける一方、65歳人口は 2020年頃ま
で増加が続き、その後、横ばいとなる見込みとなっている。

図表１ 岡山県の人口推移と将来の見通し 

424 409 353 316 291 276 265 249 230 211 195 184 176

1,223 1,258 1,286 1,294 1,265 1,236 1,178 1,114 1,068 1,033 999 950 874 

223 250 286 339 394 438 485 550 569 
567 

556 
548 

560 

1,871 1,917 
1,926 1,951 1,951 1,957 1,945 1,913 1,868 

1,811 
1,749 

1,682 
1,611 

0

500

1,000

1,500

2,000

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040

15歳未満 15～64歳 65歳以上

(年)

（千人)

実績 推計

資料：総務省統計局「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口

（平成 25年 3月推計）」
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２．岡山市の人口分析 

（１）人口推移と将来推計 

 ①これまでの人口推移 

   岡山市の人口は戦後一貫して増加している。高度経済成長期には、周辺

市町村との合併が進むなど、1975（昭和 50）年には人口が 50万人を超え、
その後も人口は着実に増加を続け、2007（平成 19）年には、推計人口が 70
万人を突破し、2009（平成 21）年４月に政令指定都市に移行した。

2015（平成 27）年４月１日現在、714,750人（推計人口）となっている。

図表２ 岡山市の人口推移
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 ②将来推計 

本市の将来人口推計（2045年まで）には、以下のとおりである。
なお、あわせて国立社会保障・人口問題研究所（社人研）による推計値も示

している。

今後も人口は増加を続けるが、2020 年の 71 万 8 千人をピークに人口減少

期に突入することが見込まれる。 

図表３ 岡山市人口の将来推計 

(参考）岡山市推計の方法 

 ・推 計 期 間：2015（平成 27）年～2045 年 

 ・基 準 人 口：2010（平成 22）年国勢調査による男女５歳階級別人口 

 ・出 生 （出 生 率 ）：岡山市の平成21年～25年の平均値の1.42 を基準値とし、将来の仮定値は横

ばいとした。 

 ・死 亡 （生 残 率 ）：社人研「日本の地域別将来推計人口（H25 年 3 月推計）」の岡山市の生残率。 

 ・純移動（純移動率）：岡山市の2005（平成17）年～2010（平成22）年の国勢調査の結果に基づき、純

移動率を設定し、将来の仮定値は横ばいとした。（社人研推計は、2010（平成

22）年から 2020 年までに定率で 0.5 倍に縮小し、その後は横ばいとしている。） 

674,375 

696,172 
712,548 

651,328 

674,375 

696,172 

709,584 

718,000 

698,000 

682,000 

666,000 

600,000

620,000

640,000

660,000

680,000

700,000

720,000

740,000

2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045

社人研推計

岡山市推計

(年)

(人)

資料：総務省統計局「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（平成25年3月推計）

実 績 推 計

総合戦略 

2015～2019 



5 

（２）年齢別人口の現状と変化

2010年と 2040年の岡山市の人口構成の予測を比較した場合、2010年で
は 35～39歳のいわゆる団塊ジュニア（第２次ベビーブーム）と呼ばれる年
齢層での人口が男女とも最も多く、次いで 60～64歳のいわゆる団塊の世代
（第１次ベビーブーム）と呼ばれる年齢層が多い、「ひょうたん型」となっ

ている。

一方、2040年では、人口のピークとなる年齢層が高齢側にシフトする「逆
ピラミッド型」に移行する。

年少人口は、2010 年の 14.3％から、2045 年には 11.1％に、また、生産
年齢人口は、2010年の 64.2％から、団塊ジュニアが 65歳以上となる 2045
年には 55.3％に低下する。一方、老年人口は、2010年の 21.5％から、2045
年には 33.6％に大幅に上昇する。
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図表５ 岡山市年齢３区分別 将来人口推計 
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資料：総務省統計局「国勢調査」

図表４ 岡山市の年齢別人口（人口ピラミッド）
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（３）人口動態 

岡山市の人口動態について、自然動態（出生－死亡）、社会動態（転入－

転出）の別にみると、近年、自然動態のプラス幅は縮小傾向にある。これは

主に死亡者数が増加傾向にあるためであると考えられる。社会動態は、2011
年以降、プラス幅が拡大傾向にあったが、その後、2013 年にはその動きも
弱まってきている。 

図表６ 岡山市の人口動態

①自然動態 

ア 非婚化・晩婚化の進行 
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急激に上昇している。男性は 1980 年の 2.6％から 2010 年には 17.3％に、
女性は 4.9％から 10.2％へ上昇しており、その傾向は特に男性において顕著
である。 

図表７ 岡山市の生涯未婚率の推移
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また、平均初婚年齢は、男女とも全国平均より低いが、全国同様、年々上

昇傾向にあり、晩婚化が進行している。これは、大学進学率の上昇や、経済

的な不安を抱える若者の増加、働く女性の増加などが影響しているものと考

えられ、こうした晩婚化は、夫婦の平均出生数を減少させる。 

図表８ 岡山市の平均初婚年齢の推移 

資料：厚生労働省「人口動態統計」、岡山県「岡山県衛生統計年報」 
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岡山市の出生数は、2000年から 2005年にかけて減少した後、2009年を
除けば概ね 6,600～6,800人前後で推移している。 

図表９ 岡山市の出生数の推移
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岡山市の出生数を母の年齢別にみると、最多の 30～34 歳は概ね横ばい
で推移している。25～29歳が概ね下げ止まる中で、35～39歳が着実に増加
し、40～44 歳は、緩やかに増加している。出産年齢の高齢化は女性の社会
進出の増加に伴う晩婚化に因るところが大きいものと考えられる。         

図表１０ 母の年齢階級別にみた岡山市の出生数 

ウ 合計特殊出生率の推移 

母の年齢別出生率を合計した岡山市の合計特殊出生率は、岡山県を若干下

回るものの、全国より概ね高い水準で推移している。 

2003 年～2009 年の間は 1.3 台で低迷していたが、2010 年以降は 1.4 台
に上昇し、最近５年の平均値は 1.42 となっている。ただし、出産適齢人口
が減少傾向であることや、これまで出生数を支えていた団塊ジュニアが 40
歳代に入り、今後は出生率の低下が懸念される。 

図表１１ 岡山市の合計特殊出生率の推移 
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②社会動態 

ア 社会動態の推移 

岡山市の社会動態をみると、県内に対しては、純移動（転入－転出）は常

にプラス（転入超過）で推移している。一方、県外に対しては、概ねマイナ

ス（転出超過）で推移してきたが、2011年、2012年には東日本大震災の影
響により大きく転入超過となり、その後、2013 年にはその動きも弱まって
きている。 
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図表１２ 岡山市の社会動態の推移 
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イ 年齢階級別の社会動態推移 

岡山市の純移動の年齢階級別の状況をみると、大学等への進学から卒業、

就職の時期に当たる 18～23歳に純移動は大きくプラス（転入超過）となっ
ているが、24歳で大きくマイナス（転出超過）となっている。 
一方、就職、結婚、転勤、子の進学などのライフステージの節目が続く、

20代後半から 40代前半にかけては、純移動は概ねプラス（転入超過）であ
る。 

ウ 県内の市町村との純移動の状況 

県内移動の状況をみると、県内は、ほとんどの市町村からの純移動がプ

ラス（転入超過）となっている。 

市町村別では、玉野市、備前市、津山市など広域から流入する一方、赤磐

市へ流出超過となっている。 

図表１４ 県内市町村との純移動の状況（2009～2013 年の累計） 
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図表１３ 純移動（転入－転出）の年齢別の状況（2011～2013 年平均）
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資料：総務省 住民基本台帳移動報告（年報） 
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エ 県外との純移動の推移 

2009 年から 2013 において県外転入・転出者の純移動の状況は、中国・四
国地方からの純移動がプラス（転入超過）となっており、東京圏（東京都、神

奈川県、埼玉県、千葉県合計）や大阪圏（大阪府、兵庫県、京都府、奈良県合

計）に対して、純移動がマイナス（転出超過）となっている。

図表１６ 県外の都道府県との純移動の状況 
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図表１５ 県外の純移動の状況（2009～2013 年の累計）

資料：「岡山市の統計」（ただし、2013年は岡山県「岡山県の人口の動き 岡山県毎月人口流動調査」）
※日本人のみ、対象。 
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Ⅱ 岡山市の人口の将来展望

１．目指すべき将来の方向の基礎となる市民の意識等 

（１）結婚・出産・子育てに関する市民意識 

岡山市において、18歳から 40歳までの市民、小学６年生以下の児童の保
護者、０歳から６歳までの未就学児の保護者を対象に実施した「結婚・出産・

子育てに関する意識調査（平成 27年 10月）」の主な結果は、以下の通りで
ある。 

＜主な結果＞ 

 ○未婚の方の結婚希望としては、「ある」が 72％、「ない」が 13％となってい
る。 

 ○晩婚化が進んでいる理由（複数回答）としては、「安定した収入が得られて

いない」が 50％と最も多く、次いで、「仕事と家庭・育児の両立が負担」が
40％、「出会いの場の不足」が 38％となっている。 

 ○出産前後の離職については、「した」が 52％と５割以上が離職している。 
 ○理想の子どもの数としては、「２人」が 47％と最も多く、次いで、「３人」
が 40％、「1人」は 3％となっており、一方、現実として育てられる子ども
の人数としては、「２人」が 53％と最も多く、次いで、「３人」が 24％、「１
人」が 14％となっており、理想と現実の子どもの数には差がある。 

○子育てしにくい理由（複数回答）としては、「教育費等多くの費用がかかる」

が 66％と最も多く、次いで、「仕事と家庭・育児等の両立が負担」が 63％、
「子育てに関する経済的支援が少ない」が 59％、「保育所など子どもの預け
先がない」が 48％となっている。 

(調査概要） 

 ・配 布 数：1,000 通（回収率 32.9％） 

 ・回 収 数：329 通 

 ・調 査 方 法：郵送による配布・回収 

 ・調 査 期 間：平成 27年 6 月 28 日～8月 10 日 
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（２）移住・定住に関する意識 

岡山市において、岡山県を移住先として検討している方を対象に実施した

「移住に関する意識・希望調査（平成 27年 10月）」の主な結果は、以下の
通りである。 

 ＜主な結果＞ 

○移住希望の理由やきっかけ（複数回答）として、「地方で暮らしたいため」

が 62％、「災害への安全性の確保」54％、「生活を変えたいため」が 39％と
なっている。 

○移住・定住先の希望（複数回答）としては、「気候・自然環境がよい」が 87％
と最も多く、「医療・福祉サービスが充実している」が 55％、「仕事がある」
及び「その他」が 52％となっている。 
○岡山市に対するイメージとしては、「住みやすい」が 70％と、多くの回答者
が住みやすいイメージをもっている。 

○住みやすい理由（複数回答）としては、「温暖な気候で豊かな自然の恵み」

が 63％と最も多く、次いで「災害が少なく安全である」が 48％、「公共交通
機関が発達」が 17％となっている。 

(調査概要） 

 ・配 布 数：300 通（回収率 20％） 

 ・回 収 数：60 通（回答者内訳：埼玉県９、東京都３０、千葉県４、神奈川県１３、静

岡県３、岡山県１） 

 ・調 査 方 法：NPO 法人ふるさと回帰支援センターを通じた郵送による配布・回収 

 ・調 査 期 間：平成 27年 6 月 28 日～8月 10 日 
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２．目指すべき将来の方向  

方向性１ 若い世代の結婚・出産・子育てに関する希望を実現する 

若い世代が希望を持ち、安心して家庭を築き、さらに安心して出産、子

育てができるよう出会いから結婚、妊娠、出産、子育てまで切れ目のない支

援を充実するなど、子育てを支える環境づくりを進め、出生率の向上を目指

す。

方向性２ 大都市圏から「ひと」「しごと」の流れをつくる 

岡山市は地震や台風などの災害リスクが低いほか、降水量１mm未満の日
数の多さが日本一であるなど瀬戸内の温暖な気候に恵まれており、また、中

国・四国地方のクロスポイントとしての交通利便性の高さ、多くの医療機関

の集積などの岡山市の強みを生かし、社会増を維持し、さらに高める取組を

推進していかなければならない。

このため、企業誘致などによる雇用創出や地域資源の掘り起し、岡山市

の魅力向上を図り、若者の就職等による東京圏、関西圏への転出に歯止めを

かけるとともに、移住・定住に係る取組をさらに推進し、特に大都市圏から

の UIJターンの取組を促進する。

方向性３ 安心と拠点性を高め、地域と地域を連携する 

また、地域で人を育て、地域の課題を自ら考え、地域の皆が共に学び合

い、持続可能な地域をつくることを目指す岡山 ESDの取組を深化するなど、
地域に対する愛着、帰属意識を高め人口定着を図る。

高齢者の急増に伴う医療・介護需要の増大に対応した取組や、高齢者や

子育て世帯等の多様な世代がいきいきと安心して暮らせる住環境の整備を

進める。
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３．本市人口の将来展望 

（１）将来人口推計 

①推計パターン 

＜基本推計＞ 

○本市が独自に実施した将来人口推計（合計特殊出生率：平成 21年～25
年の平均値 1.42。４頁参照）による、2060年までの長期推計。

＜将来展望推計＞

○本市の上記将来人口推計を基に、合計特殊出生率について、国の長期ビ

ジョンが想定する出生率（2020年に出生率＝1.6程度、2030年に 1.8程
度まで向上し、2040年に人口が安定的に維持できる水準（人口置換水準）
である 2.07が達成されるケース）に置き換えた場合の 2060年までの長
期推計。

②推計結果 

 上記基本推計によると、2060年には 61万 2千人程度となることが見込ま
れる。

 上記将来展望推計によると、国想定出生率が達成された場合、2025年の
72万人程度をピークに人口減少期に入り、2060年には 69万 2千人程度と
なることが見込まれる。それ以降も緩やかに人口減少は続くが、2080年以
降、67万人程度で安定することが見込まれる。 

図表１７ 岡山市の将来人口推計 
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③人口の将来展望 

  国想定出生率による人口推計（上記市将来展望推計）を展望しつつ、「岡

山市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を着実に実行することにより、人口

減少傾向を抑制し、市基本推計人口水準の引き上げを図る。 

（２）将来の年齢３区分別人口推計 

 ①年齢３区分別人口比率 

国想定出生率が達成された場合（市将来展望推計）、年少人口比率は、2025
年の 12.6％を底に下げ止まることが見込まれる。また、生産年齢人口比率は、
2055年の 52.8％を底に下げ止まり、老年人口比率は、2040年には市の総人
口の３割を超えることが見込まれる。 

図表１８ 年齢３区分別人口比率 
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②年齢３区分別人口 

国想定出生率が達成された場合（将来展望推計）、年少人口は、2025年の 8
万 9千人をピークに増加に転じることが見込まれる。また、生産年齢人口は、
減少を続けるが、2055年の 36万 6千人を底に下げ止まり、老年人口は、2050
年の 22万 6千人をピークに減少に転じることが見込まれる。 

図表１９ 年齢３区分別人口
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